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武田／モデルナ社ワクチンの都道府県への追加配分等について 

 

今般、厚生労働省より、各都道府県衛生主管部（局）宛てに標記の事務連絡がなさ

れましたのでご連絡申し上げます。 

本事務連絡は、別紙１、２のとおり、都道府県の判断で活用できる武田／モデルナ

社ワクチン都道府県３回目第１クール（V-SYS 上の名称は「TMdp3rd01」）として、同

ワクチン 6,691 箱（約 100 万回分）を各都道府県最大３施設へ割り当て、２月 21 日

の週に配送する旨、連絡するものです。 

その他の留意点等の概要は下記の通りです。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会お

よび関係医療機関に対する情報提供についてご高配のほどお願い申し上げます。 

 

記 

 

○配送施設は「既に V-SYS に登録されている」、「超低温冷凍庫（-20℃）を既に設

置しており、２月 18 日（金）までに予冷を開始していること」、「配送業者から指

定のあった日時に受け取り体制を構築できる」ことを満たすこと。 

 

○丁寧に採取すれば、20回分採取することが可能な LDSシリンジ１mL 25G×25mm（注

射針付きシリンジ：スミス・メディカルジャパン株式会社）がワクチン１箱に対して

注射針及びシリンジをそれぞれ２箱（20回分／１バイアルで計算）配布予定であるこ

と。 

 

○今回の追加配分の配送を希望する施設は、都道府県と調整の上、２月 14 日（月）

18 時までに納品数を V-SYS に登録すること。また、分置倉庫から直接配送されるた

め、地域担当卸への問い合わせは控えること。 

 
（参考） 

「新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）に使用するファイザー社ワクチン及び武田／モデルナ

社ワクチンの配分等について（その３）」（令和４年１月 18 日付（健Ⅱ496F）） 

「追加接種の速やかな実施について（その２）」（令和４年２月１日付（健Ⅱ522F）参照） 

「ファイザー社ワクチン及び武田／モデルナ社ワクチンの有効期限の取扱いについて」（令和４年２

月２日付（健Ⅱ525F））

https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/2021ken2_496.pdf
https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/2021ken2_522.pdf
https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/2021ken2_525.pdf
https://www.med.or.jp/dl-med/kansen/novel_corona/2021ken2_525.pdf


事  務  連  絡 

令 和 ４ 年 ２ 月 ８ 日 

 

各都道府県衛生主管部（局） 御中 

 

厚生労働省健康局健康課予防接種室 

 

 

武田/モデルナ社ワクチンの都道府県への追加配分等について 

 

 

新型コロナワクチンの追加接種（３回目接種）については、「追加接種の速やかな

実施について（その２）」（令和４年１月 31 日付け厚生労働省健康局健康課予防接

種室事務連絡）において、自治体の判断により、地域における社会機能を維持する

ために必要な事業の従事者等について優先的に接種を行うことも検討するようお

願いしているところです。 

今般、追加接種を速やかに実施できるよう、都道府県の判断で接種に活用できる

武田/モデルナ社ワクチン（約 100 万回分）を各都道府県へ配分し、２月 21 日の週

に各都道府県で最大３施設に配送することとしました。なお、本事務連絡でお示し

する配分量は「新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）に使用するファイザー

社ワクチン及び武田/モデルナ社ワクチンの配分等について（その３）」（令和４年

１月 14 日付け厚生労働省健康局健康課予防接種室事務連絡。以下「１月 14 日付け

事務連絡」という。）でお示ししたワクチンの配分量とは独立したものであり、当該

事務連絡でお示しした配分量に変更はありません。 

つきましては、下記の点についてご対応・ご承知おきいただくとともに、接種に

関係する団体等への連絡をお願いします。なお、接種に当たっては、「ファイザー社

ワクチン及び武田／モデルナ社ワクチンの有効期限の取扱いについて」（令和４年

２月１日付け厚生労働省健康局健康課予防接種室事務連絡）も踏まえつつ、ワクチ

ンの有効期限に注意し、有効期限の短いバイアルから使用してください。 

今般割り当てるワクチンも活用して、速やかな追加接種の実施にご配慮いただき

ますようお願いします。 

 

記 

 

１．ワクチンの割当て等について 

都道府県の判断で接種に活用できるワクチンとして、武田/モデルナ社ワクチ

ン 6,691 箱（約 100 万回分）を割り当て、２月 21 日の週に配送します。武田/モ

デルナ社ワクチン都道府県３回目第１クール（V-SYS 上の名称は「TMdp3rd01」）

について、都道府県別のワクチンの配分量は別紙１に示すとおりです。 



また、今般のワクチンの配分に関する具体的な考え方は以下に示すとおりです。 

(1) １月 14 日付け事務連絡の別添に基づき算定した市町村別・月別の追加接種

対象者数について、令和３年 12 月から令和４年７月までの一般及び職域の人

数を都道府県ごとに合計します。 

(2) 都道府県別に、100 万回分を(1)で計算した人数比で按分した上で、これに相

当する箱数を計算（１箱 10 バイアル、１バイアル 15 回接種として換算）し、

小数点以下を切り上げたものを配送するワクチン量とします。 

 

２．ワクチンの割当てに係る留意点について 

今般の割当ては、地域における社会機能を維持するために必要な事業の従事者

等へ速やかに接種していただくことを念頭に配分したものですが、地域によって

様々な実情があると考えられるため、追加接種の加速化に必要なものであれば各

都道府県で活用方法を判断していただいて差し支えありません。 

また、本事務連絡の発出から配送までの期間が短いため、配送施設については

以下の要件を満たすところとします。 

・各都道府県で最大３施設であること 

・配送作業の都合上、既に V-SYS に登録されている施設であること 

・ワクチンを保管する超低温冷凍庫（-20℃）を既に設置しており、２月 18 日

（金）までに予冷を開始していること 

・配送業者から指定のあった日時に受け取り体制を構築できること 

 

なお、今回の割当てに当たって、追加で超低温冷凍庫（-20℃）を配分する予定

はありません。また、今回一部又は全部のワクチンを受け取らない場合であって

も、当該ワクチンを改めて配分することは予定していません。 

 

３．注射針及びシリンジについて 

今般配布する注射針及びシリンジの組合せは、LDS シリンジ１mL 25G×25mm（注

射針付きシリンジ：スミス・メディカルジャパン株式会社）を予定しています。 

武田/モデルナ社ワクチンについては、接種者人数が 20 人集まらない、20 回分

シリンジに採取出来なかったといった場合を考慮し、１バイアル最低 15 回は使

用するものと計算した量のワクチンを配送することとしていますが、１バイアル

には、追加接種の容量（１回 0.25mL）として 20 回分の薬液が充填されています。

この注射器及びシリンジを用いて丁寧に採取すれば、20 回採取することも可能で

あることから、ワクチン１箱に対して注射針及びシリンジをそれぞれ２箱（１バ

イアルから 20 回分）配布します。 

できるだけ破棄するワクチンが少なくなるように、概ね 20 人単位で予約を受

け付けるなどの工夫をお願いします。 

 

 



４．ワクチンの割当てに係る作業について 

今般の割当てに係る作業はV-SYSの都道府県が個別の施設に配送箱数を割り当

てる機能を利用して進めます。当該機能の操作方法については、割り当て作業の

開始までに「ワクチン接種円滑化システム V-SYS 操作マニュアル（都道府県用）」

に記載しますので、ご参照ください。各都道府県においては配送予定施設と納品

数等を調整いただくとともに、配送予定施設において納品数の登録を行ってくだ

さい。その後、都道府県が直接配送先施設及び箱数を割り当てることになります

（各都道府県で最大３施設）。 

配送先の施設数が各都道府県で最大３施設であることを念頭に、以下に示すス

ケジュールで作業を進めていただきますようお願いいたします（別紙２参照）。

１か所でも作業が遅れると全体の配送スケジュールに影響するため、期限内に作

業を終えていただきますようご協力をお願いいたします。 

(1) 納品数の登録【納入予定施設における作業】 

武田/モデルナの社ワクチン及び注射針付きシリンジ（以下「武田/モデルナ

社ワクチン等」という。）の配送を希望する施設は、都道府県と調整の上、２月

14 日（月）18 時までに武田/モデルナ社ワクチン等の納品数（都道府県と調整

後の納品数）を登録してください。 

なお、システムの仕様上、V-SYS 上で納品数の登録がない場合、武田/モデル

ナ社ワクチン等の分配作業ができないため、納品を受ける施設は必ず入力が必

要です。 

(2) 都道府県ごとの配送箱数の割り当て【厚生労働省予防接種室における作業】 

厚生労働省健康局健康課予防接種室（以下「当室」という。）において、２月

15 日（火）12 時までに、都道府県ごとに別紙１で示した配送箱数を割り当て

ます。 

(3) 配送予定施設ごとの配送箱数の割り当て【都道府県における作業】 

都道府県において、２月 16 日（水）12 時までに、施設ごとに配送箱数を割

り当ててください。 

(4) 配送予定施設ごとの配送箱数の確定処理【当室における作業】 

当室において、２月 16 日（水）18 時までに、施設ごとの配送箱数の割り当

ての確定処理を行います。 

(5) 配送準備 

ワクチン等については、施設ごとに割り当てられた配送箱数を踏まえ、２月

21 日の週に配送されます。作業効率の観点から、地域担当卸ではなく分置倉庫

から直接配送するため、今般の配送に関して地域担当卸へ問い合わせることは

控えてください。 

 

 



武田/モデルナ社ワクチン

No 都道府県
都道府県３回目第１クール

TMdp3rd01
（箱数）

0 全国 6,691
1 北海道 249
2 青森県 64
3 岩手県 60
4 宮城県 122
5 秋田県 46
6 山形県 53
7 福島県 93
8 茨城県 154
9 栃木県 103
10 群馬県 98
11 埼玉県 399
12 千葉県 336
13 東京都 962
14 神奈川県 511
15 新潟県 111
16 富山県 54
17 石川県 57
18 福井県 39
19 山梨県 42
20 長野県 102
21 岐阜県 101
22 静岡県 197
23 愛知県 407

○ 市町村別の追加接種（３回目接種）対象者のうち、一般及び職域で接種された
方の人数を都道府県別に合計し、その人数比で配送可能なワクチン量（約100万
回分）を按分したもの。

武田/モデルナ社ワクチン

No 都道府県
都道府県３回目第１クール

TMdp3rd01
（箱数）

24 三重県 91
25 滋賀県 76
26 京都府 126
27 大阪府 457
28 兵庫県 277
29 奈良県 65
30 和歌山県 42
31 鳥取県 26
32 島根県 31
33 岡山県 88
34 広島県 133
35 山口県 60
36 徳島県 33
37 香川県 46
38 愛媛県 64
39 高知県 31
40 福岡県 257
41 佐賀県 38
42 長崎県 62
43 熊本県 84
44 大分県 51
45 宮崎県 49
46 鹿児島県 74
47 沖縄県 70

都道府県別の武田/モデルナ社ワクチンの配分量 別紙１



武 田 / モ デ ル ナ 社 ワ ク チ ン の 配 分 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル

クール名称 納品数の登録
【配送予定施設】

都道府県別配分量
割当て期限

【国】

接種会場別配分量
割当て期限
【都道府県】

※１

確定処理期間
（データロック）

【国】

配送予定
【医薬品卸】

※２

都道府県３回目
第１クール
TMdp3rd01

6,691箱
約100万回分

2/8（火）～
2/14 （月）18時

2/15（火）
12時

2/16（水）
12時

2/16（水）
18時

２月21日週

武田/モデルナ社ワクチン

※１：今般の配分作業では、都道府県が配送予定施設への配分量をV-SYSに入力することになります。
このため、市町村への割当て及び確定処理のステップはありません。

※２：今般の配送に当たっては、地域担当卸を経由せずに分置倉庫から接種会場へ直接配送します。

別紙２


